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人
種
差
別
と
医
療
問
題
と
「
関

係
」
な
い
の
で
は
？
・
・
今
回
の

「
事
件
」
に
類
似
す
る
事
件
と
抗

議
行
動
は
過
去
に
も
あ
る
。 

 

一
九
六
〇
年
代
の「
公
民
権（
市

民
権
）
運
動
」
を
思
い
だ
す
。 

抗
議
の
「
背
景
」
に
あ
る
も
の

は
何
な
の
か
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
差
別
の
「
実
態
」
は

根
深
く
、き
っ
か
け
が
あ
れ
ば「
差

別
に
対
す
る
怒
り
」
に
点
火
さ
れ

る
（
行
動
）。『
二
〇
一
四
年
に
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ

校
経
済
学
部
エ
マ
ヌ
エ
ル
教
授
と

ロ
ン
ド
ン
経
済
大
学
の
ガ
ブ
リ
エ

ル
。
ザ
ッ
マ
ン
教
授
が
行
っ
た
調

査
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
資

産
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
（
二
〇
億

福脊連ホームページアドレス www .normanet.ne.jp/~ww101926/ 

 

《 

わ
だ
ち
目
次 

》 

！
医
療
の
限
界
！
（
不
可
解
さ
）

（
そ
の
３
） 

 
 

 

・
・
・
１
Ｐ 

☆
書
籍
紹
介
☆ 

 
 

・
・
・
３
Ｐ 

公
益
社
団
法
人 

全
国
脊
髄
損
傷

者
連
合
会
第
一
三
回
総
会
神
奈
川

県
大
会
報
告 

６
／
１
～
３ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
４
Ｐ 

～
み
ん
な
で
集
お
う
心
ふ
れ
あ
う

人
権
広
場
～ 

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ

ス
タ
福
岡
２
０
１
４
に
参
加
し
て 

・
・
・
８
Ｐ 

道
の
駅
紀
行 

 
 

 

・
・
・
１０
Ｐ 

デ
ィ
シ
プ
リ
ン
（
用
語
説
明
）
１２
Ｐ 

親
睦
会
（
お
花
見
）
に
行
っ
て 

思
っ
た
こ
と 

 
 

 

・
・
・
１３
Ｐ 

～
電
動
車
い
す
裁
判
～ 

“
証
人

尋
問
、
そ
し
て
結
審
へ
” 

・
１４
Ｐ 

「
第
３
次
障
害
者
基
本
計
画
」
に

関
す
る
障
害
者
政
策
委
員
会
（
第

８
回
）
議
事
次
代
「
参
考
資
料
２
」

よ
り 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
１６
Ｐ 

今
月
の
時
事 

 
 

 

・
・
・
２０
Ｐ 

２０１４年１２月１０日 

NO. 

 

１８７ 

！
医
療
の
限
界
（
原
題
）
！
（
不
可
解
さ
・
そ
の
３
） 

 

『
白
人
警
官
が
丸
腰
の
黒
人
青
年
を
射
殺
す
る
事
件
が
起
き
た
米
中
西

部
ミ
ズ
ー
リ
州
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
で
は
、
二
四
日
の
警
官
の
不
起
訴
決
定
に

反
発
し
た
黒
人
住
民
ら
に
よ
る
抗
議
行
動
は
連
日
の
よ
う
に
続
き
，
「
米

Ｓ
Ｎ
Ｎ
に
よ
る
と
、
全
米
の
一
七
〇
ヵ
所
以
上
の
都
市
で
抗
議
デ
モ
が
拡

が
り
、
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
で
は
約
四
〇
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
」
二
九
日
公
民

権
運
動
団
体
「
全
米
黒
人
地
位
向
上
協
会
（
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
」
は
フ
ァ
ー

ガ
ソ
ン
か
ら
州
都
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
シ
テ
ィ
ー
ま
で
一
九
〇
キ
ロ
余
り
の

行
進
を
開
始
し
た
。
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
の
警
察
署
前
で
も
二
九
日
夜
、
数
百

人
が
集
ま
っ
て
抗
議
デ
モ
を
実
施
。
警
官
隊
や
州
兵
に
向
か
っ
て
両
手
を

挙
げ
な
が
ら
「
撃
た
な
い
で
」
と
叫
ん
だ
り
、
「
正
義
な
く
し
て
平
和
な

し
」
と
訴
え
た
り
し
た
。
店
舗
の
破
壊
や
放
火
は
な
く
、
「
略
奪
は
や
め

よ
う
」
と
書
い
た
段
ボ
ー
ル
紙
を
高
く
掲
げ
な
が
ら
行
進
す
る
参
加
者
も

い
た
。
』
（
各
報
道
の
概
略
） 
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円
）』
以
上
の
上
位
〇
、
一
パ
ー
セ

ン
ト
が
、
国
全
体
の
富
の
二
〇
パ

ー
セ
ン
ト
を
所
有
し
て
い
る
と
い

う
。
全
体
の
八
割
を
占
め
る
中
流

以
下
の
国
民
は
わ
ず
か
一
七
パ
ー

セ
ン
ト
。
七
秒
に
一
軒
の
家
が
差

し
押
さ
え
ら
れ
、
労
働
人
口
の
三

人
に
一
人
が
職
に
就
け
ず
、
六
人

に
一
人
が
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
の
生

活
を
す
る
な
か
、
年
間
一
五
〇
万

人
の
国
民
が
自
己
破
産
者
と
な
っ

て
ゆ
く
。
自
己
破
産
理
由
の
ト
ッ

プ
は
「
医
療
費
」
だ
。』（
資
料
１
） 

 

『
ア
メ
リ
カ
に
は
日
本
の
よ
う

な「
国
民
皆
保
険
制
度
」が
な
く
、

市
場
原
理
が
支
配
す
る
た
め
薬
や

医
療
費
も
値
上
が
り
し
、
一
度
の

病
気
で
多
額
の
借
金
を
抱
え
た
り

し
て
、
破
産
す
る
ケ
ー
ス
が
珍
し

く
な
い
。
国
民
の
三
人
に
一
人
は

医
療
費
の
請
求
が
払
え
な
い
で
い

る
と
い
う
。
民
間
保
険
は
高
い
た

め
、
多
く
の
人
は
安
い
が
適
用
範

囲
が
限
定
さ
れ
た
「
定
額
保
険
」

を
買
う
か
、
約
五
〇
〇
〇
万
人
い

る
無
保
険
者
の
一
人
と
な
り
、
病

気
が
重
症
化
し
て
か
ら
Ｅ
Ｒ(

救

急
治
療
室)

に
か
け
こ
む
羽
目
に

な
る
。』（
資
料
２
） 

医
療
保
険
の
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
失
業
と
貧
困
は
「
教
育
受
け

る
機
会
」
も
剥
奪
さ
れ
て
い
る
。

奨
学
金
を
受
け
て
大
学
に
行
く
が
、

合
わ
せ
て
「
学
資
ロ
ー
ン
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
使
わ
ざ
る
を
え

ず
生
活
を
圧
迫
す
る
。『
生
活
圧
迫

で
進
学
を
断
念
す
る
若
者
た
ち
に

非
常
に
魅
力
的
な
の
が
、『
入
隊
す

る
と
大
学
費
用
を
負
担
す
る
」
と

い
う
軍
の
勧
誘
文
句
だ
と
い
う
。』

こ
こ
に
「
正
義
の
戦
争
」
？
・
・

を
担
う
構
造
が
視
え
る
。
も
う
一

つ
、
難
民
移
住
者
の
多
く
が
「
市

民
権
」
を
持
た
な
い
。
市
民
権
が

な
い
と
真
っ
当
な
仕
事
に
も
就
け

な
い
現
況
で
「
入
隊
す
る
と
市
民

権
」
が
取
得
で
き
る
と
い
う
構
造

だ
。『（
二
〇
〇
三
年
時
点
で
ア
メ

リ
カ
市
民
で
な
い
現
役
兵
士
の
数

は
三
万
七
四
〇
一
人
）
～
『
国
防

省
の
「
新
兵
リ
ク
ル
ー
ト
戦
略
」

に
年
間
二
六
億
ド
ル
を
つ
ぎ
込
み
、

う
た
い
文
句
は
も
ち
ろ
ん
「
全
て

の
子
供
た
ち
に
平
等
な
学
問
の
機

会
を
」
で
す
が
。
現
実
問
題
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
に
考
え
て
、
も

っ
と
も
効
率
の
い
い
対
象
に
狙
い

を
定
め
る
・
・
・
対
象
と
は
、
最

も
入
隊
率
の
高
い
貧
困
地
域
の
高

校
生
た
ち
の
こ
と
だ
。』（
資
料
１
） 

 

『
ど
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は

医
療
や
教
育
・
雇
用
問
題
等
が
問

わ
れ
な
い
の
か
。
大
学
生
間
で
の

経
済
・
政
治
・
文
化
の
話
し
な
ど

し
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
留

学
生
た
ち
が
、
彼
ら
の
流
の
解
釈

を
話
し
て
く
れ
た
。
一
言
で
言
え

ば
そ
れ
は
「
ア
メ
リ
カ
は
被
文
明

国
で
、
文
化
的
に
遅
れ
て
い
る
か

ら
さ
」・「
僕
ら
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ

ア
を
読
ん
で
人
間
の
本
性
に
つ
い

て
考
え
た
。
で
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
の
ア
メ
リ
カ
人
学
生
の
う

ち
、
何
人
が
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を

読
ん
で
い
る
と
思
う
？
」・「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
ど
ん
な
問
題
に
つ
い

て
も
、社
会
主
義
、キ
リ
ス
ト
教
、

民
主
主
主
義
等
々
、
様
々
な
思
想

を
背
景
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
。

そ
れ
に
多
様
な
文
化
や
言
葉
や
宗

教
が
常
に
緊
張
関
係
を
生
み
出
し

て
い
る
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
こ
と

を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
で
も
、

ア
メ
リ
カ
で
は
自
由
主
義
以
外
は

全
て
悪
、
の
一
言
で
片
付
け
て
い

る
か
ら
、
考
え
る
必
要
は
な
い
の

だ
」・「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
比
べ
る

と
、
ア
メ
リ
カ
人
は
旅
行
し
て
い

な
い
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
以
外
の

こ
と
は
知
ら
な
く
て
、
視
野
が
狭

い
」・「
ア
メ
リ
カ
人
は
身
の
回
り

に
歴
史
が
な
い
か
ら
、
た
っ
た
二

〇
〇
年
の
歴
史
感
覚
し
か
持
っ
て

い
な
い
」・「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
宗

教
は
あ
る
け
れ
ど
、
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
こ
と
と
サ
イ
エ
ン
ス
は
別

個
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
で
も
ア
メ

リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
は
疑
問
を
持

た
な
い
こ
と
が
信
仰
だ
と
思
っ
て

い
る
。」・「
ア
メ
リ
カ
の
学
校
は
生
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徒
に
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
（
注
１
）
を

教
え
な
い
し
要
求
も
し
な
い
。
だ

か
ら
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
が
必
要
な
分

野
に
弱
い
」・「
人
間
の
価
値
と
、

そ
の
人
の
経
済
的
価
値
は
違
う
。

で
も
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
れ
が
一
つ

に
な
っ
て
い
る
」こ
ん
な
言
葉
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
学
生
に
よ
る
ア
メ

リ
カ
人
に
対
す
る
見
方
だ
っ
た
。

読
者
の
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
』
〜
『
公
立
学
校
に
は
数
多

く
の
貧
し
い
階
層
が
、
一
部
の
私

立
学
校
に
は
エ
リ
ー
ト
層
が
、
と

い
う
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
教
育
体

系
は
、
結
果
的
に
階
級
を
固
定
化

さ
せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
具
体
例
を
見
て
ほ
し
い
。（
学

歴
と
所
得
水
準
と
の
相
関
関
係
・

競
争
社
会
と
自
己
責
任
等
々
）
〜

ア
メ
リ
カ
は
機
会
均
等
で
ス
タ
ー

ト
し
、
人
々
が
自
由
に
生
き
る
こ

と
を
容
認
し
て
、
自
由
を
実
現
し

た
。
し
か
し
平
等
を
後
回
し
さ
れ

て
、
そ
の
結
果
生
じ
た
現
実
の
不

平
等
は
、
個
人
が
自
由
に
生
き
る

機
会
を
も
奪
い
つ
つ
あ
る
。
更
に

経
済
力
一
辺
倒
の
価
値
観
は
、
個

人
の
目
を
財
布
に
釘
付
け
に
し
て

精
神
的
な
成
長
の
機
会
を
奪
い
、

個
人
が
精
神
的
に
解
放
さ
れ
て

「
自
由
」
に
到
達
す
る
こ
と
を
困

難
に
し
て
い
る
』（
資
料
３
） 

（
注
１
） 

 

デ
ィ
シ
プ
リ
ン 

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ミ
シ
ェ

ル
・
フ
ー
コ
ー
が
、
１８
世
紀
に
西

欧
に
お
い
て
成
立
し
た
権
力
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
本
質
的
要
素
を
指

し
示
す
た
め
に
用
い
た
語
。「
規
律
」

「
規
律
・
訓
練
」
な
ど
と
翻
訳
さ
れ

る
。『
監
獄
の
誕
生
』Su

rv
e
ille

r e
t 

P
u
n
ir

（
１
９
７
５
）
日
本
大
百
科

全
書(

ニ
ッ
ポ
ニ
カ)

１２
ｐ
に
説
明 

 

以
上
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
と
ア

メ
リ
カ
が
日
本
に
求
め
て
き
た
事

に
つ
い
て
。「
ア
メ
リ
カ
を
紐
解
く

著
書
」
を
読
み
返
し
て
み
た
。 

紹
介
記
述
は
一
部
で
伝
わ
ら
な

い
部
分
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
是

非
、一
読
を
勧
め
た
い
。す
で
に
、

ア
メ
リ
カ
の
市
場
経
済
資
本
は
日

本
に
深
く
静
か
に
潜
行
し
て
、
そ

の
基
礎
を
確
保
し
て
い
る
。（
特
に
、

金
融
・
医
療
・
介
護
・
各
種
保
険
・

教
育
・
そ
の
他
）
そ
の
「
事
実
」

を
知
ら
な
か
っ
た
で
は
、
す
ま
さ

れ
な
い
時
が
く
る
と
思
う
。
後
の

「
祭
（
政
策
）
り
」
に
す
る
か
、

し
な
い
か
が
、
ひ
と
り
一
人
に
問

わ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。 

紹
介
書
籍
（
抜
粋
資
料
） 

＊
ア
メ
リ
カ
の
経
済
支
配
者
た
ち

広
瀬
隆
著
・
集
英
社
新
書
一
九
九

九
年
一
二
月
六
日
・
第
一
刷
発
行 

＊
文
明
の
衝
突
と
二
一
世
紀
の
日

本
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト

ン
著
・
集
英
社
新
書
・
二
〇
〇
〇

年
一
月
三
日
・
第
一
刷
発
行 

＊
新
「
帝
国
」
ア
メ
リ
カ
を
解
剖

す
る
・
佐
伯
啓
思
著
・
株
式
会
社

筑
摩
書
房
・
二
〇
〇
三
年
五
月
一

〇
日
・
』
第
一
刷
発
行 

＊
格
差
社
会
ア
メ
リ
カ
の
真
実
・

小
林
由
美
著
・
日
経
Ｂ
Ｐ
社
・
二

〇
〇
六
年
九
月
二
五
日
・
第
一
刷

発
行
（
資
料
抜
粋
３
） 

＊
ル
ポ
ー
貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
・

堤
未
果
著
・
岩
波
新
書
・
二
〇
〇

八
年
一
月
二
二
日
・
第
一
刷
発
行

（
資
料
抜
粋
１
） 

＊
沈
み
い
く
大
国
ア
メ
リ
カ
・
堤

未
果
著
・
岩
波
新
書
・
二
〇
一
四

年
一
一
月
一
九
日
・
第
一
刷
発
行

（
資
料
抜
粋
２
）（「
一
パ
ー
セ
ン

ト
の
超
・
富
裕
層
」
た
ち
新
た
な

ゲ
ー
ム
〜
医
療
問
題
中
心
） 

 

い
ず
れ
も
、
ア
メ
リ
カ
を
「
ひ

も
解
く
」
著
書
で
あ
り
、
日
本
と

の
関
係
も
深
く
読
み
取
れ
る
本
で

す
。
敗
戦
後
の
日
米
間
の
「
政
治
・

経
済
・
基
地
・
原
発
」
な
ど
深
く
、

戦
略
的
（
政
策
）
に
促
進
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
歴
史
的
に
読
み
解
く

作
業
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
立

場
と
方
向
性
を
模
索
す
る
上
で
欠

か
せ
な
い
と
思
う
。
一
つ
に
、
先

の
沖
縄
県
知
事
選
で
、
沖
縄
県
民

は
「
結
論
」
出
し
ま
し
た
。
今
度
、

答
え
を
出
す
の
は
、
私
た
ち
な
の

だ
（
本
土
）
と
・
沖
縄
県
民
の
叫

び
が
、
聞
こ
え
た
・
・
・（
し
ん
） 
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筑
後
支
部
で
は
、
２
０
１
４
年

１０

月
１９

日
（
日
）
に
、
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
福
岡
工
場
キ
リ
ン
花
園

（
福
岡
県
朝
倉
市
馬
田
３
６
０
１

番
地
）
に
於
い
て
親
睦
会
・
コ
ス

モ
ス
の
お
花
見
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

キ
リ
ン
花
園
の
面
積
は
、７
０
、

０
０
０
ｍ
で
約
１
、
０
０
０
万
本

の
コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲
き
誇
っ
て

い
ま
し
た
。
コ
ス
モ
ス
の
開
花
は

５
分
〜
７
分
咲
き
で
、
会
員
６

名
・
会
員
外
７
名
の
参
加
者
が
、

こ
こ
に
集
い
ま
し
た
。
親
睦
、
交

流
を
深
め
る
と
共
に
、
充
実
し
た

親
睦
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

良
き
思
い
出
が
ま
た
一
つ
増
え
た

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。が
、

花
と
は
旬
の
も
の
で
花
見
客
が
大

変
多
く
「
花
見
」
と
い
う
よ
り
も

「
人
見
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
く
、
花
見
と
は
一
局
集
中
な
の

で
駐
車
場
の
数
に
対
し
て
車
の
量

が
多
過
ぎ
る
状
況
で
し
た
。 

ま
た
、
車
い
す
対
応
ト
イ
レ
も

園
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
中
に
１
ヶ

所
有
る
だ
け
で
、
ト
イ
レ
に
行
き

た
く
て
も
行
列
が
で
き
、
健
常
者

の
方
達
が
車
い
す
対
応
ト
イ
レ
に

次
か
ら
次
に
入
っ
て
い
く
状
況
で
、

ト
イ
レ
も
ま
ま
な
ら
ず
、
大
変
困

り
ま
し
た
。
花
見
客
に
は
私
た
ち

以
外
に
も
車
い
す
使
用
者
が
大
変

多
く
見
ら
れ
、
コ
ス
モ
ス
の
花
の

開
花
時
期
に
於
い
て
は
、
屋
外
用

等
の
車
い
す
対
応
ト
イ
レ
の
設
置

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
切
実
に

感
じ
ま
し
た
。
昼
食
後
、
園
内
の

コ
ス
モ
ス
散
策
の
最
中
に
吉
井
町

在
住
の
高
齢
の
ご
夫
婦
か
ら
「
車

い
す
に
皆
さ
ん
乗
ら
れ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
私
達
も
外
出
す
る
と
き

だ
け
で
も
よ
い
か
ら
車
い
す
を
使

用
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
こ
で
借

り
れ
ば
良
い
の
で
す
か
？
」
と
私

た
ち
に
お
声
を
掛
け
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。「
各
市
町
村
の
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
車
い
す
を
借
り
る
事
が

出
来
ま
す
よ
！
」
と
堤
副
支
部
長

が
返
答
を
す
る
と
ビ
ッ
ク
リ
！
し

た
様
子
で
大
き
く
う
な
ず
い
て
あ

り
ま
し
た
。
「
福
祉
」
の
普
及
が

人
々
の
間
に
ま
だ
ま
だ
浸
透
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
現
実
を
ま
た
改

め
て
知
り
ま
し
た
。
我
々
、
車
い

す
使
用
者
は
、
単
に
、
花
見
が
し

た
い
！
有
名
な
景
色
が
見
た
い
！

等
の
「
想
い
」
だ
け
で
行
動
を
す

る
と
、
大
変
な
目
に
遭
う
！
（
特

に
ト
イ
レ
の
問
題
）
と
い
う
こ
と

を
こ
の
コ
ス
モ
ス
の
花
見
に
よ
っ

て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回

の
場
合
、
花
見
が
し
た
い
！
と
言

う
前
に
ま
ず
事
前
に
下
調
べ
（
設

備
等
の
調
査
、
点
検
）
を
行
な
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
！
と
い
う
大

変
さ
は
伴
い
ま
す
が
、
こ
の
事
が

我
々
に
課
せ
ら
れ
た
厳
し
い
、
容

赦
無
い
作
業
の
ヒ
ト
コ
マ
な
の
だ

と
、
つ
く
づ
く
思
わ
さ
れ
た
コ
ス

モ
ス
の
お
花
見
で
し
た
。 

例
え
、
一
流
企
業
が
運
営
を
し

て
い
る
観
光
施
設
で
あ
っ
て
も
、

車
い
す
対
応
に
関
し
て
は
、
ま
だ

ま
だ
行
き
届
い
て
い
な
い
箇
所
が

多
々
あ
る
事
を
痛
切
に
感
じ
た
と

共
に
、
車
い
す
使
用
者
が
年
々
増

え
続
け
て
い
る
今
日
、
こ
の
ニ
ー

ズ
に
企
業
も
答
え
る
べ
き
対
策
を

こ
れ
か
ら
は
、
迅
速
に
と
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
と
同
時
に
、

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
今
後
の
運

動
、
活
動
で
も
あ
る
と
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
花
見
で
し
た
。 

 
親睦会（お花見）に 

 行って思ったこと 

 
筑後支部 城村 尋恵 
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わ
だ
ち
１
８
５
号
で
掲
載
し
た
、

「
電
動
車
い
す
裁
判
」
の
そ
の
後

に
つ
い
て
、
報
告
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
裁
判
は
、
心
臓
に
障
害
を

も
つ
小
林
さ
ん
が
、
市
に
電
動
車

い
す
の
支
給
申
請
を
行
い
、
却
下

さ
れ
提
訴
に
踏
み
切
ら
れ
た
も
の

で
す
。
市
は
、
更
正
相
談
所
の
判

断
に
従
っ
た
も
の
と
い
う
説
明
の

み
で
、
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
に
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

注
目
し
た
の
は
、
更
正
相
談
所

が
、
ど
の
よ
う
な
判
断
基
準
に
基

づ
き
却
下
し
た
の
か
、
そ
の
真
相

で
す
。 

９
月
２
日
、
福
岡
地
方
裁
判
所

で
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

証
人
と
し
て
、
被
告
側
か
ら
更

正
相
談
所
課
長
、
市
担
当
者
、
原

告
の
小
林
さ
ん
３
名
。
最
初
の
尋

問
は
、更
正
相
談
所
課
長
で
し
た
。 

課
長
は
、
原
告
の
面
談
な
ど
か

ら
「
一
定
の
歩
行
が
可
能
で
あ
る

（
２
０
０
メ
ー
ト
ル
・
５
分
程
度

の
歩
行
）」「
一
人
で
外
出
す
る
こ

と
は
な
く
家
族
の
介
護
が
あ
る
」 

「
就
学
、
就
労
の
予
定
も
な
い
」

そ
の
こ
と
か
ら
、
日
常
生
活
に
著

し
い
制
限
は
な
い
の
で
必
要
性
は

低
い
と
、
判
断
し
た
と
繰
り
返
し

主
張
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、「
公
費
に
よ
る
支
給
制

度
だ
か
ら
、
日
常
生
活
が
極
め
て

困
難
に
な
る
こ
と
が
基
本
と
な

る
」
と
も
力
説
さ
れ
ま
し
た
。 

原
告
側
の
弁
護
士
か
ら
は
、
買

い
物
が
重
要
な
日
常
生
活
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
具

体
的
な
買
い
物
先
の
調
査
に
つ
い

て
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
市
が
更
正

相
談
所
に
送
っ
た
書
類
に
自
宅
か

ら
主
要
な
買
い
物
先
「
ト
ラ
イ
ア

ル
」
と
い
う
ス
ー
パ
ー
に
行
く
ま

で
の
地
図
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
ま

で
の
距
離
は
、
自
宅
か
ら
約
３
２

０
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
こ
と
を
確
認

す
る
と
「
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
」。 

さ
ら
に
、「
２
０
０
メ
ー
ト
ル
・

５
分
程
度
の
歩
行
で
、
い
っ
た
い

何
が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ

の
程
度
の
移
動
で
ど
う
い
う
施
設

が
あ
る
か
に
つ
い
て
、
判
定
に
際

し
て
確
認
し
ま
し
た
か
」
と
の
質

問
に
も
、「
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
回
答
で
し
た
。 

さ
ら
に
、
一
定
の
歩
行
が
可
能

と
し
て
い
る
根
拠
の
２
０
０
メ
ー

ト
ル
・
５
分
の
歩
行
に
つ
い
て「
ど

の
く
ら
い
歩
け
る
の
か
、
ど
の
く

ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
歩
け
る
の
か
、

ど
の
く
ら
い
休
憩
が
必
要
な
の
か

と
い
う
こ
と
は
、
一
定
の
歩
行
が

可
能
か
ど
う
か
の
判
断
に
、
と
て

も
重
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
」

と
い
う
質
問
に
は
、「
そ
こ
は
ち
ょ

っ
と
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
回
答
。 

ま
た
、
一
人
で
行
く
こ
と
は
な

い
と
い
う
意
味
に
つ
い
て
「
そ
こ

の
場
所
ま
で
は
親
と
一
緒
に
行
く

け
れ
ど
も
、
そ
の
先
で
は
自
由
行

動
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
？
」
と
質
問
す
る
と
「
心
機
能

が
心
配
な
の
で
、
一
人
で
は
行
く

こ
と
は
な
い
と
受
け
止
め
た
」
と

回
答
。
さ
ら
に
、「
外
出
先
で
の
行

動
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
聞
き
取

り
を
さ
れ
ま
し
た
か
」
と
質
問
す

る
と
「
そ
こ
ま
で
は
、
は
っ
き
り

覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
」。 

「
わ
か
り
ま
せ
ん
」「
覚
え
て
い
ま

せ
ん
」
と
い
う
回
答
が
多
く
、
更

正
相
談
所
の
基
本
的
な
調
査
不
足

に
よ
る
、
判
断
基
準
の
あ
い
ま
い

さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
し
た
。 

次
は
、
市
担
当
者
に
対
す
る
尋

問
で
し
た
。
少
し
聞
き
取
り
難
か

っ
た
の
で
す
が
、「
支
給
が
認
め
ら

れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
た
。 

し
か
し
、
県
の
判
定
を
覆
す
だ

け
の
材
料
も
な
か
っ
た
」
と
い
う

主
張
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
は
、
原
告
小
林
さ
ん
の
尋

～
電
動
車
い
す
裁
判
～ 

 
“
証
人
尋
問
、
そ
し
て
結
審
へ
” 
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問
で
す
。 

電
動
車
い
す
を
申
請
し
よ
う
と

思
っ
た
動
機
は
、
写
真
を
本
格
的

に
学
ん
で
い
る
う
ち
に
色
ん
な
と

こ
ろ
に
、
も
っ
と
行
き
た
い
と
思

っ
た
か
ら
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

「
両
親
の
手
を
借
り
ず
に
、
一

人
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？
」

と
い
う
質
問
に
は
、「
近
所
の
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、

ウ
ィ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
か
、

今
、
自
分
ひ
と
り
で
行
き
た
い
の

は
イ
ケ
ア
で
す
」。
さ
ら
に
、「
写

真
を
撮
影
し
た
り
、
周
辺
を
散
策

し
た
り
す
る
と
き
は
、
一
人
で
行

動
し
た
い
」。 

こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
あ

き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
、
理
不
尽

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

「
最
後
に
裁
判
官
、
市
、
更
正

相
談
所
へ
言
い
た
い
こ
と
は
？
」

と
質
問
す
る
と
「
先
天
性
の
心
臓

病
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く
理
解
し

て
欲
し
い
。
私
が
、
今
ま
で
ど
ん

な
ふ
う
に
生
活
を
し
て
き
た
の
か
、

今
後
、
現
状
維
持
の
ま
ま
で
は
ど

の
よ
う
に
生
活
し
て
い
か
ざ
る
を

得
な
い
の
か
を
想
像
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
す
れ
ば
、
私
に
と
っ
て

電
動
車
い
す
が
ど
ん
な
に
必
要
な

も
の
か
が
、
分
か
っ
て
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
」
と
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。 

本
人
尋
問
で
は
、
小
林
さ
ん
が

写
真
を
撮
っ
た
り
す
る
な
ど
、
自

分
の
可
能
性
を
広
げ
、
自
立
し
よ

う
と
す
る
、
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。 

全
体
を
通
し
て
、
更
正
相
談
所

の
調
査
不
足
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
が
、
電
動
車
い
す
の
必
要
性

を
判
断
す
る
視
点
の
違
い
も
感
じ

ま
し
た
。 

２
０
０
メ
ー
ト
ル
・
５
分
と
い

う
歩
行
を
、能
力
障
害
と
い
う「
医

学
モ
デ
ル
」
の
視
点
だ
け
で
形
式

的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
自

宅
ま
わ
り
の
買
い
物
先
の
状
況
な

ど
、
本
人
の
生
活
環
境
と
の
関
わ

り
の
中
で
障
害
を
と
ら
え
る
「
社

会
モ
デ
ル
」の
視
点
が
必
要
で
す
。 

さ
ら
に
、
家
族
介
護
を
前
提
と

し
た
生
活
で
は
な
く
、
本
人
の
意

思
で
気
兼
ね
な
く
、
社
会
参
加
で

き
る
自
立
生
活
を
い
か
に
支
援
し

て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
為
に
は
、
本
人
の
ニ
ー
ズ

を
き
ち
ん
と
聞
き
取
り
、
最
も
理

解
し
て
い
る
主
治
医
や
現
場
の
意

見
が
、
判
定
に
反
映
さ
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

11
月
17
日
に
は
、
代
理
人
の

星
野
弁
護
士
か
ら
、
訴
訟
の
ま
と

め
と
な
る
意
見
陳
述
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
以
下
、
意
見
陳
述
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。 

「
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る
努

力
を
し
続
け
て
い
る
奈
緒
さ
ん
が
、

外
の
世
界
へ
と
出
て
行
く
こ
と
の

重
要
さ
を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。 

奈
緒
さ
ん
の
人
生
を
こ
れ
以
上

狭
め
る
こ
と
な
く
、
そ
の
社
会
参

加
を
促
す
た
め
に
も
、
早
急
に
本

件
処
分
は
、
取
り
消
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」。 

ま
た
、
最
後
に
「『
広
範
な
行
政

裁
量
』
と
い
う
名
の
下
で
、
裁
判

所
が
許
し
て
し
ま
っ
て
は
、
障
害

の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
の

促
進
は
、
と
う
て
い
実
現
不
可
能

と
な
る
で
し
ょ
う
。
補
装
具
費
の

支
給
に
関
す
る
、
行
政
機
関
の
あ

り
方
を
問
う
意
味
で
も
、
本
件
裁

判
所
が
毅
然
と
処
分
取
消
判
決
を

下
す
こ
と
を
確
信
し
、
私
の
意
見

陳
述
を
終
わ
り
ま
す
」
と
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。
長
い
裁
判
で
し

た
が
、
い
よ
い
よ
年
が
明
け
て
２

月
９
日
、
１０
時
か
ら
福
岡
地
裁
で

判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
裁
判
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

更
正
相
談
所
の
判
断
が
見
直
さ
れ
、

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
が
さ

ら
に
前
進
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
奈
緒
さ
ん
が
電
動
車

い
す
に
乗
っ
て
、
気
兼
ね
な
く
買

い
物
を
楽
し
む
普
通
の
日
々
が
一

日
で
も
早
く
訪
れ
ま
す
よ
う
に
。 

 
 

（
筑
後
支
部 

東
聖
二
） 
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編
集
後
記 

 

 

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
り
僅

か
と
な
り
ま
し
た
。
風
邪
な
ど
に

気
を
つ
け
て
、
良
い
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。 

（
坂
本
） 

《 今月の時事 》 

アベノミックス（金融経済（借金）～何が視えていますか？ 『  国際格付け機関ムーデ

ィーズが日本国債を「Ａａ３」から「Ａ１」に一段階格下げした。アベノミクスが揺れて

日本景気の不確実性が高まり、財政難も加重する可能性があるという懸念からだ。ムーデ

ィーズが日本国債を格下げしたのは２０１１年８月以来３年４カ月ぶり。今回の措置でム

ーディーズ基準の日本国債の格付けは韓国（Ａａ３）より低くなった。ムーディーズは１

日に発表した報告書で、最近の安倍政権の消費税増税延期などに言及し、「日本政府が財政

赤字縮小目標を達成し、景気浮揚のための措置が効果を出せるかなどについて不確実性が

高まった」と格下げの理由を説明した。これは、安倍首相が景気不振と世論の反発のため、

来年１０月に予定していた消費税２次増税（税率８％→１０％）時期を２０１７年４月に

１年６カ月先送りしたことの影響だ。国家財政健全化計画に支障が予想されるという市場

の懸念が強まったからだ。』（2014年12月2日・中央日報日本語版）どのように捉え返

すのか？ 今後、格下げが進めば国債は暴落することもあり得る。 

株高は実体経済（結果）でありません。「商品を創り、それらを消費する」という、「需

要と供給」のバランスでお金が回る。商品の製造における現場と販売する過程で「労働対

価が生活支える仕組み」が前提であるが、食えない。先が視えない。仕事はフリータか派

遣。結婚できない。物価は上がる。給与が下がる。年金は下がる。保険料は上がる。格差

拡大の生活実態。衆議院選挙です。さて、さて選択は、貴方次第ですが、どっちに賭ける？

株高は、ゲームではないことは確かなことです。先々を見つめて、「政治（政策）の在り方」

を思考し、選択し投票しようと思う。これは、国民として「権利行使」である。寒波にめ

けずに投票に行くぞー（しん） 
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会員・賛助会員の皆様にお知らせです。『 わだち 』の原稿を募集 

しています。意見・提言・雑感など何でも可能。原稿を書いてくだ 

さる方は、事務所にメール添付・郵送・ＦＡＸ等で送ってください。 

 どうぞ、よろしくお願いします。 


